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植民地化された国での科学研究は,植民宗主国の研究者によってすすめられるというのが一

般にみられる現象である｡ しかし,中国は,西欧列強の各国が,とくに19世紀以後,国際的枯

民地獲得競争をくりひろげた場であった｡だから中国の地質学,古生物学の研究の分野には,

国際性に富んだ研究発達史がみられる｡

第四紀の晴乳類を主体にした古生物地理学の立場からみると, 中国は奏嶺 (Tsinling)山脈

をさかいにして,北の地域と南の地域に区分されている｡51)奏嶺山脈より南の晒乳動物相は,

たとえばジャバわ嘱乳動物相などとともに,一大コンプレックスを構成している｡51)だから奏

嶺山脈以南の中国南部を,東南アジアにふくまれる地域と考えたい｡

中国南部の内陸部には,古生代後期の石灰岩が広 く分布していて,石灰岩洞窟,裂かの堆着

物は,新生代晴乳類化石をふくんでいる｡cavefaunaの解析を主にするところに, 中国南部

での古脊椎動物学の特色がある｡

1.竜骨の正体とAndersson

中国での古脊椎動物学の研究は,竜骨の正体をつきとめることから発達した｡竜骨は漢方薬
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瀬戸口 :東南ア{7 0二)咽乳動物相Tj変遷についての研究情況と今後の課題 (I)

の一部をなすもので,都市の薬種商に薬として出まわっている大型動物の化石骨である｡* 中

国人は,これを想像上の動物である竜の骨格だと考え,竜骨の名で呼んでいた｡中国をおとず

れる外国人のなかに,竜骨に興味をいだ くものがいて,薬種商で竜骨を買い求め,これを本国

に持ち帰って,古生物学者に研究の依頼をした｡

竜骨の科学的記載は, 1870年に, BritishMuseum (NaturalHistory)の R.Owenによ

って,最初になされている｡67)この標本は,1860年の天津条約にもとづいて台湾英国領事とな

った R.Swinhoeが薬種商で買い集め,イギ リスに送った竜骨であった｡ついで1885隼に,探
検家 F.volュRichithofenが,北,中 部中国を探検 したときに手に入れた晒乳類化石を, ドイ

ツ人の E.Kokenが報告した｡52)ドイツの探検家 K.A.Habererは,義和団 事変などの政治的

理由で中国内陸を探検することはできなか一つたが,中国各都市の薬種商から多量の竜骨をETfい

求め,これを Ludwig-Maximilians-UniversitatMtinchenの M.Schlosserに送って研究を

依頼 した.Schlosserはこれ らを1903年に整理して,9O種以上を識別している｡88)さらに,佐

川栄二郎が四 川省EH )持ち帰-)た捕乳類化石,王,1915年に,東北帝国大学の松本彦七郎7):･報告

した ｡61)

これ らの研究によ-'て,竜骨 とは,陀虫類ではなく,第三紀および第四紀にr川和こ棲んでい

た捕乳類の 化石であって, 石灰岩洞窟に 堆積 していたものらしいことがわかってきた｡ 同時

に,中国が1㌧脊椎動物学の研究の場としてきわめて重要であるとい う認識も高めた｡

しかし,これ らの研究に共通 してみ られる特色は,研究発表者自身は現地調査をしていない

ことと,薬種商などから買 い集められた断片的資料が基礎になっていたとい Z-)点にあ,7J｡化石

産地の地質学的検討ができない状態で研究がすすめられていたから,その動物が生活していた

地質時代や自然環境,勤物自体の形態†′研､1-=徴,類縁関係,また動物の地理的分布などを考察す

るうえで,大きな限界とな-)ていたt＼.この限界をT)もやぶ /)て,調査研究を軌道にのせたのは,

J.G.Anderssonであった｡2)

スウェ-デソ地質調査所長であった Anderssonは,1914年に,創設されて間もない北京農
商都地質調査所の鉱政顧問として中F利こ渡 り, 12年間中国にとどまった. Anderssonは18卵

年か ら1904年にかけて,KingKarl'sLand,BeerenIsland, 北米洋探検隊などに参加 して,

地質学的調査をおこなった経験をもっている｡

彼は竜骨の原産地をつきとめる調査計画を立て,1917年に,その第一歩 として,中国各地で

布教清動をおこな -1ている教会と,中岡にいる外国人にあてて,Schlosserの研究を紹介する

とともに,竜骨追跡調査-の援助,協力を依頼する手紙を送 った｡2) 彼の依頼に応 じてもたら

された情報をもとに して, Allderssonは, 1918年には河南省洛陽付近に, 1919年に山西省保

*竜骨の医薬的効用について,中国の木草書に多くの記録がみられる｡酢廿剤として高く評価され,肝臓系
統の病気に効くといわれる｡2-
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徳県に 竜骨の原産地をつきとめることができた｡ 保徳県を 本格的に 発掘調査をするために,

1921年にスウェーデンか ら0.Zdanskyが中国に派遣されてきた｡彼がのちに,北京の近郊で

ttSinanihropus"を発見したのである｡ 周口店遺跡も,Anderssonの活動を知った外国人から

の情報がきっかけで,その重要性があきらかにされている｡2)

2.AmericanMuseum の探検隊

Andersson自身の活動は中国北部が中心となっていたが,中国南部の調査研究は, Anders-

sonがきずいた基盤にの りかかったかたちで,アメリカ人がすすめていった｡ アメリカの中国

における研究は,AmericanMuseum ofNaturalHistoryによる研究そのものである｡

1891年に AmericanMuseum に入った H.F.Osbornは,0.C.Marsh,E.D.Copeが

開拓した北アメリカの恐竜の発掘, 研究にのり出すとともに, AmericanMuseum に古脊椎

動物部門を創設 して,多 くの新人をむかえ入れた｡このなかに,すでにインド, ビルマの項で

紹介した W.D.Matthew,B.Brownがお り, さらに W.Granger,R.C,Andrewsがい

た｡彼 らは,北アメリカ,カナダでの恐竜の発掘,研究を通 じて一流の研究者となっていった｡

Osbornはさらに,晒乳類の歴史の研究にも手をひろげた｡1900年に,彼は晴乳類の歴史の全

体像を組み立てるための作業仮説を発表 し,そのなかで,当時は未知の世界であった中央アジ

アに, ヒトの祖先およびさまざまな晴乳類の起源の中心地をもとめた.64)

Andrewsは, もともとクジラの仲間の研究をしている動物学者であったが, Osborn らの

大規模な発掘をおこないつつ研究をする古脊椎動物学にひかれて,方向転換をした一人であっ

た.5'彼は陸棲脊椎動物の研究にテーマを変えて, 1916-1917年に,Osbornの/ミックアップ

を得て, 中国の雲南省で, TheAsiaticZoblogiCalExpeditionoftheAmericanMuseum

ofNaturalHistory (TheFirstAsiaticExpeditionofA.M.N.H.)をおこなった｡3)っい

で, 第一次世界大戦が終わるとす ぐに,Osborn らによって提唱された晴乳類の中央アジア起

源を探究するための予備調査のつもりで,1919年に,蒙古で TheSecondAsiaticExpedition

ofA.M.N.H.をおこなった｡4)この調査で予想以上の成果が得 られたので, 自然科学の諸分

野の専門家によって大規模の調査隊を組織 して,中央アジアの地質学および古生物学上の歴史

を発見する具体案を練った｡このプランは,Osbornの手によって,10年間継続の調査隊にし

たてあげられた｡これが TheCentralAsiaticExpeditionsofAmericanMuseum ofNaト

uralHistoryである｡5)Andrewsを隊長に, 副隊長には Grangerが決まった｡Grangerは

北アメリカで AmericanMuseum がおこなった恐竜発掘の実際上の指揮者であった｡

1921年から TheThirdAsiaticExpeditionofA.M.N.H.のための準備がすすめられた｡

Andrews,Grangerは北京で,中国地質調査所長丁文江 (TingV.K.),同顧問 (Andersson)

らと探検計画について協議 し,調査隊の主力が向けられる蒙古-の遠征は翌年開始することに
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して,1921年は中国南部で調査をすることに決定 した｡30) 上海の英国領事でアマチュア古生物

学者の J.L.Smithは,揚子江上流の四川省万県 (Wanhsien)に近い盆井溝 (Yenchingkou)

とい うところに竜骨の産地があるとい うことを聞き込んでいた｡Smithか らこの情報を得て

いた丁, Andersson らは, 四川省を調査することの必要性を認めていなが らも, それが実現

で きないでいたのである｡ Grangerは四眉省をおとすノ巨, 吉川二溝に近い石灰岩洞窟で, 莫大

な量の捕乳類化石を発見した030) Grangerは1921-1922, 1922-1923, 1925-1926年 の冬期

に, 3回にわたって盈井満 で発掘 をおこな-)た｡ これ らの化イ巨よ, 1923年に Matthew と

Granger によ-つて予備 的に報 告され, こけ被告では Pliocene のものと考えられ′ていた｡62)

finalreport は American Museum の E.H.Colbertと,オランダ Rijksmuseum van

NatuurlijkeHistorie,Leidenの D.A.Hooijerとの共 著で 責とム7)らノ巨,Mid(llcPleistocene

の ものと考えなおされた｡-17)

中国の cavefaunaは, インドの SiWaliksSeriesの動物群に対比することによ-)て, そ

の地質時代が考察される｡ Matthcw と Grangerが放 井満IJ､)動物群を Plioceneのものと考え

た の は,SiwaliksSeriesLJ)屑序′､召冊立LrF77_を古い時代に LrFたく初期Jうころの理論にもとづいてい

たか らである｡27)

批非溝か ら得られた化石は,量が多いだけでなく,種類も豊富であるところか ら,おもに中

田南部の洞窟堆積物か ら得 られる捕乳動物相のスタンダー ドにされている｡

TheCentralAsiaticExpeditionsofA.M.N.H.は1922年か ら蒙古 を中心 とした活動をは

じめ,蒙古の地質粘造を解明する汽料を手に入れる一方,白亜紀の恐竜 とその卵の化石などを

発見した｡5) 1926年は, [日月で北伐が開始されたために蒙古での活動はで きなくな i), 同年か

ら翌年にかけて,Grangerは崇南省に足をのば した｡雲南省は TheFirstAsiaticExpediti(つn

で Andrewsが調査 したところである｡ Grangerは馬街 (MaKai)渓芥の風成堆積 層か ら

LowerPleistocenea)p酔乳類化石を発見 したo二の化石は1940年にな-)て,Colbertに(ト )て

表 1 Colbertの中国の cavefaunaを対比したもの
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研究,報告された｡25)

3.中国の研究体制

Anderssonほか外国人の調査活動を中心に紹介してきたが,ここで中国側の研究組織にふれ,

ておきたい｡

辛亥革命によって,南京に中華民国が成立した1912年に,南京政府実業部に地質科が置かれ

た｡中華民国の主都が南京から北京に移されるにともなって,地質科は工商都鉱政司に属する

ようになった｡1913年に地質斜は地質調査所となり,翌年工商部は農商部に入って,地質調査

所は農商都の管轄下に置かれることとなった｡Anderssonが中国に来たのはこの時期である｡

地質調査所では,炭鉱の開発に力を注ぐ一方,雲南などの辺境の調査に目標が置かれていた｡

調査活動が活発になるとともに,北京農商部地質調査所,北京大学,南京東南大学などに所

属している研究者相互の連絡の場が必要となってきた｡この要請にこたえるために,1922年に

北京に中国地質学会が組織された｡AmericanMuseum の TheCentralAsiaticExpediti()ns

が活動を開始したのと同じ時期である｡

中国側の研究体制がととのうのと平行して,外国人の活動も活発となり,中国の地質学,古

生物学史上とくに重要な1920年代をむかえることになるのである0

4.新生代研究所

Anderssonや Zdansky,さらにAmericanMuseum の探検活動が軌道にのって,資料が蓄

積されてゆくと,研究施設の整備が歪要な課題となってきた｡化石などの貢要資料がきわめて

多量に収集されているが,それらを整理して研究するための設備が,なおかつ不十分であった

からである｡ すでに,1923年に AmericanMuseum の探検隊に参加するために北京を訪問し

た AmericanMuseum の President,Osbornは,資料の整理,研究のための自然科学博物館

を建設する案を, 中国側と協議している.5) 1926年に Zdanskyによって ttSinanthro♪us"が

発見されると, 1927年からアメリカの TheRockefellerFoundationの援助のもとに, 周口

店遺跡の発掘の継続が決定された｡これと平行して,発掘継続の母体と,中国の新生代研究の

ための恒久的施設の設立が必要とされてきた｡TheRockefellerFoundationの基金によって,

中国地質調査所は1927年に, 北京に新生代研究所 CenozoicResearchRaboratoryを設立し

た｡それ以後は,周口店および他の地域での古生物学的発掘,研究は,新生代研究所を中心に

しておこなわれるようになった｡

5.外国人の調査活動の規制
■■

中国での調査研究活動で,もっとも目立つ特色はその国際性である｡ 古生物学に関係する分
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野以外でも,イギ リスの A.Stein,スウェーデンの S.Hedinの探検調査や, 口本の大谷探検

隊などが活躍 している｡ 従来外国人探検隊の活動を規制する法律をもたなかった中国では,莱

術品その他重要な資料が無制限に国外に流失 していた｡1920年代に入ると,西欧列強の柿民政

莱-の反発から排外運動が急速に高まり,1927年ごろには,民間組織であった古 物保存会 The

SocietyforPreservationofCulturalObjectsが, 新聞などを通 じて, 資料の国外持ち出し

禁 lLのキャンペーソを展開し,こ′恒 こともなって,中国政府も外国人探検隊の事実上の規制に

のり出した｡5)その結果,外国人調査隊は,支那学術団体連合会 TheFederationofChinese

ScielltificS()ciety,ないし古物保存委員会 TheComlTlitteeforthePreservationofAncient

Objectsから調査の同意,許可を得なければならないようになりた｡5)

中国側のおもな主張は,遠征は中国人と外国人の協同でおこない,資金はすべて外tj細りが負

担すること, 採集された資料は原則として中国に帰属するとい うものであった｡5)これは従来

の探検隊にしてみれば,事実上J)しめつけであ-つた,]/i,1927年からは1Jま-)た中国人とスウェ

-デソ人にttる周口店の発掘は, 二の基本線にそりてすすb7)ら凡ているo中国側の強固な態度

のために,1927年の Hedinの行動予定がまず縮小された｡1929年の TlleAnlericanCentral

AsiaticExpeditionofA.M.N.rl.は中止され,1930隼に規模を縮小 して遠征はおこなわれた

が, 全体計画はこれをもって打ち切 りとされた｡ 1930年の Steinの探検計画も中止された｡

それノ以後に中国でおこなわれた探検は,1932--1933年の Citroとn-HaartTramsAsiaExpedition,

1935年の Hedinの最後の探検だけである｡

1920牛代にさかんであ-)た探検隊形式の外国人による調査研究は, この中国側の措齢により

で F火とな-〕た｡1930年代に入-)てからは,中国人白身の手によって,中国地質調査所,新生

代研究所が中心とな-つて,調査研究はすすめ られていった｡が,1937年か らは,第二次世界大

戦cJ)ため,調杏清動の休lH抑二人-)たLl

(3.Gigantopithecusの発掘

竜骨の原産地をつきとめる調査がつづけらiL7J一方で,薬種商はなおかつ,晒乳類化石のサ

ンプルが入手でき,TJ重要なソ-スであった｡ ドイツMdnchenのBayerischeStaatssammlung

ftirPalaontologieun(1hist｡rischeGeologieの G.H.R.YonKoenlgSWald は, 中岡の薬

種商で竜骨をiTr巨､,新 しい種類の化石を発見する努力をはらっていた｡彼は,かつて竜骨の研

究で業績をあげた Schl｡sserレついた Ludwig-Maximilians-UniヽrersitatMtincllenで学び,

竜骨し与研究をしていた｡ だから彼は, UniversitatMtinchenの竜骨研究の系譜をひ く研究者

であ ,7J.

1(J31年に,当時のオランダ櫛東インドに渡った vonKoenigswaldは,機会あるごとに中国

を,右とずれ竜骨を買い集めた｡1935午に,香港の薬種商で貰った竜骨のなかか ら,j捕;;に大 き
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な霊長坊の歯の化石を発見した｡100)彼は,この化石に Giganiobiihecusblackiとい う名をつ

けて報告 した｡ 原産地は不 明であるが, ゾウ, サイの仲間の化石とともに cavefaunaの

memberであ り,南中国の Pleistoceneのものであるとい う考えはもたれていた｡ YonKoe-

nigswaldは, さらに薬種商からこのものの仲間の化石を見つけ出す ことに力を入れ, 1954年

までに,20個の歯を手に入れていた｡

第二次世界大戦後, 研究体制の再編成がおこなわれた中国では,袈文中 (Pe主W.C.)ほか

の中国科学院のグル-プが竜骨の組織的調査にのり出した｡ 調査の主眼は, GiganioPiihecus

の棲息していた時代と地域,その系統的位置を解明することにおかれた｡76) 1955年の調査で,

襲 らは 薬種商から45個の Gigantopithecusの歯を集めることができた｡ これ らの歯をふ くむ

竜骨が, 広東, 広曲省から来たものであることがわか り, 1956年には, 広酉省南部 の大典

(Tahsin)付近に,その原産地を限定できるところにまでこぎつけた｡

この調査隊の活動を知った広西省の柳城 (Liucheng)の農夫が,石灰岩洞窟でみつけた化

石下顎骨を調査隊にとどけた｡洞窟に棲むコウモ リの糞 (グアノ)を肥料にするために,洞窟

を掘っているときに見つけたものである｡ これが, はじめて見つけられた GiganioPiihecus

の下顎骨であった｡

中国科学院はこの洞窟の発掘を開始 して, 1958年までに, 多数の嘱乳類化石とともに, さ

らに2個の GiganioPithecusの下顎骨と,1,000個以上の脱落 した歯を掘 り出すことに成功 し

た ｡76)

7.襲,Kahlkeの研究

中国科学院の GiganioPiihecusの原産地をつきとめる調査は, 同時に, 晴乳類化石の新た

な産地を数多 く見つけ出すことにも成功 した｡これによって,第四紀の晴乳類の地理的分布と,

それらが時代とともにどのように変遷 していったかを考察する基礎資料がえられたのである｡

中国の第四紀晴乳塀の地理的分布は, おもに蓑によって研究された｡68,74)架は, とくに中

国南部の MiddlePleistoceneの噛乳動物群は, 同時期のジャノミの動物群と近縁であ り, ゾウ

の仲間の Siegodonなどを構成種にもつことで特徴づけられるとした｡そこで糞は,この動物

群を Stegodon-Ailuroboda-faunaと呼んでいる｡68)図1中に,中国南部で Siegodon-Ailur0-

9oda-faunaに属する化石が発見されている地点を示した｡

1960年に北京をおとずれた ドイツ民主共和国 WeimarのInstitutftirQuartarpalaontologie

の H.D.Kahlkeは, 中国科学院が新たに手に入れた資料の整理にのり出した｡Colbert,

Hooijerによって-かつして MiddlePleistoceneのものとされていた盆井溝 の動物群を,

Kahlkeは二時期に分けて考え,これをスタンダ- ドにして, 中国南部各地域の動物群の対比

をおこなった｡49)さらに Kahlkeは,襲 らの研究を基礎にして,中国全土の第四紀嘱乳動物群
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図 1 Stegodon-Ailuropoda動物群の分布図

Kahlke(1961)相より改変
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表2 Stegodon･AiluroPoda動物群の対比表
Kahlke(1961)49)より一部改変
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を,時代的および地理的に区分 して考察 している｡51)中国の資料が自由に研究できない現状で

は,Kahlkeの研究はきわめて貴重である｡ その内容についてはのちほどあらためてふれる｡
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